
令和5年3月10日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。
２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４:学期に２～３回知らせた。
３：学期毎に知らせた。
２：年度間に１回は知らせた。
１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。
３：８０％以上の教員が働きかけた。
２：６０％以上の教員が働きかけた。
１：６０％以下の教員が働きかけた。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

d

学校支援地域本部には夏休みの「いけいけスクール」
や６年生のドリームプロジェクトの開催にあたり大変にお
世話になった。またPTA・おやじの会の企画で防災訓練
やフリーマーケット、星空映画会、冬の花火等、withコロ
ナの対策を講じて兒童を笑顔にする取組を実施すること
ができた。次年度に向け一層の連携を図っていきたい。

保護者アンケートの肯定的評価は93.5%であり、高学年
は昨年比5%上昇した。御家庭からの御協力があってこ
その結果と感謝している。今後とも御家庭と連携を図り
学校運営を推進していきたい。セレクト学習について
は、本校の特色ある教育活動として次年度に内容や方
法を見直し、「主体的対話的で深い学び」の推進に効果
的に活用していきたい。

体育の始業時に全学級でジンギスカン体操に取り組んだ。今
年度の児童の実態に応じて体操の内容を変更し、向上させる
体力を焦点化して取り組んだ。駅伝大会に向けて参加希望者
を募り、２週間の放課後練習の結果をもとに選手の人選を行っ
た。選手の倍以上の児童が意欲的に練習に参加した。

第１回目の授業評価を職員会議で全教職員で共通理解
するとともに各教員は管理職との個別面談の際に評価
を反映させた授業改善の目標や方法を話し合った。そ
の結果、、第２回目の評価では大幅に保護者からの評
価が高まった。
週１度「わかば研」を開催し、教職3年目までの教員が各
主任の担当分掌の内容の研修を受けた。また、校務パ
ソコンに各々の悩みを入力する箇所を設置し、OJT主任
が悩みに答え互いに共有することで、実践に即した研修
も充実させた。

全教員が分担して自身の担当教科や分掌の各種研究
発表会に参加し、その成果を夕会で「還元研修」として
報告した。また、管理職による各教員の授業観察の際
に自身の授業に反映させ、他の教員にも参観させた。

校内委員会を毎月実施する際に、事前に対象学年と兒童
を選定し計画的・効率的に実施した。毎週の生活指導夕会
の情報や教職員の申し出により、臨時委員会も迅速に開
催し、組織的に対応した。週１回、特別支援教室の巡回指
導員・特別支援コーディネーター・管理職で児童の情報共
有を行った。
２年生の町探検を放課後に担任が少人数で引率した
り、水泳指導を専科教員等を活用し学級ごとに実施した
り、安全面と指導の充実を工夫した。毎週、主事・事務・
管理職で施設会議を開催し校内整備や安全対策を実施
した。

回答は383枚、回収率は77%

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

区の学力調査の結果を基に、児童が担任の指導・助言を受け
てカルテを作成し、それを夏季休業中の個人面談で保護者と
共有し、その後の学習に生かすようにした。各学期末には児童
による振り返りを実施した。より効果的に活用していく方策を検
討中である。

1学期は夏季休業中の個人面談でシートを個別に配布、２
学期は冬季休業前にタブレット端末でシートを確認し未履
修部分を取り組むよう児童及び保護者に通知した。来年度
は、取組が進まない児童を担任または担当が単元ごとに把
握及び支援する予定。
毎週２日放課後に算数少人数担当と２名の学習補助員で３年
生以上の学年で実施した。指導者１名に対して２〜５名の少人
数で学力に応じた指導を継続した。また、土曜授業日の放課
後に３年生以上で補習教室を実施し、低学年の担任や専科教
員が補助に入って全校体制で取り組んだ。
学力調査の結果を基に各教科部会で改善策を検討し、夏
季休業中に校長と各教科主任で学校としての組織的な授
業改善推進プランを作成した。２学期以降はプランに基づ
いた授業を週案簿に記入したり校内OJTとして授業実践を
参観し合ったりした。

4

保護者に対
するアンケー
トで「我が子
は、体力向上
や健康増進
（早寝・早起
き・朝ごはん
や感染予防）
にすすんで取
り組んでい
る」との回答
の割合

学期に１度の結果を受けて、担任が症状のみられた児
童に面談したり前回と比較したりして、その結果を校務
パソコン（機密）に入力した。その情報を専科教員や管
理職と共有し、該当児童を丁寧に見ていくようにした。次
年度は保護者との情報共有の方法を検討する予定。

Ｃ

Ｄ

「池二スタンダード」を活用し、全教職員で共通した視点
で指導にあたっている。小中一貫の日及び生活指導主
任会を活用し担当が情報交換や指導の連携を図り、そ
れを週１回の生活指導夕会で全教職員で共有した。生
活指導夕会が有効に機能するように９月と２月に内容や
曜日の改善をした。
年間計画に位置づけ学期に１回は必須で実施した。道
徳授業地区公開講座では学年内で交換授業を実施し
た。また教育委員会の指導主事を講師に招聘し、保護
者向けの講演を行い、地域・保護者・教員の代表による
意見交流会を実施しYouTubeで限定公開した。コロナ禍
でも工夫して実施した。

２：
６０％
以上

・児童数496名

毎月「生活アンケート」及び定例会議を実施し、組織的
な未然防止や早期発見に努めた。また、問題が発生し
た際は迅速に会議を開催し組織で対応した。アンケート
結果が適切に管理職に報告されない事案が発生したの
で、発見や解消に向けて確実な対応ができるように方法
や進捗管理を改善した。
毎月「いじめ不登校対策委員会」を実施し、組織として対応
を検討した。いじめや問題行動については、臨時の委員会
を開催し早期対応に努めた。２月になり担任が委員会に
「対応中」を理由に報告をしなかった案件が判明し、学年主
任が集約して報告をするように改めた。関連諸機関には学
校から積極的に働きかけた。来年度は、教室以外の児童
の居場所として「ほっとルーム」を新設予定。

回収率は５月92.6％、10月91.0％であった。全児童の取
組カードに担任がコメントを記したり保護者や児童の効
果的な取組や努力を一覧表にまとめ配布したり全校朝
会で紹介したりすることでの意識啓発も行った。

給食献立に積極的に行事食や旬の食材を取り入れ、栄養士か
らのメッセージで周知する等、日々の食育に努めた。また健康
教育講座で講師を招いて講演会を実施したり北海道農家とオ
ンラインで授業をしたり工夫した。withコロナの給食について検
討及び改善している。

B

D

Ａ

Ａ

教員に対する
アンケートで
「児童の学ぶ
意欲を高め、
確かな学力を
定着させてい
る」との回答
の割合

１：
６０％
未満

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

学校関係者記入欄

令和４年度　大田区立池上第二小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

本校は、児童数503名、教職員26名、学級数18（うち特別支援学級（固定）が2学級）の今年度開校94周年を迎える中規模校である。池二小の合言葉として、「いっしょに学ぶ池二の子　けんこうな心と体池二の子　にこにこあいさつ池二の子」を掲げ、「知」「徳」「体」のバランスのとれた

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

保護者に対
するアンケー
トで「我が子
は社会の
ルールや学
校のきまりを
守っている」と
の回答の割
合

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健

康
の
増
進

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

・情報公開されていて、学校の状況がわ
かりやすいです。
・コロナ禍において　もちつき大会等地域
と連携した学校行事が思うようにできな
かったことを考慮すれば評価はおおむね
適切である。　　　　　　　　　　　　　　　・「早
寝早起き朝ごはん運動」や、「あいさつ運
動」が行われている。学校の取り組みを
通して、家庭と地域に子どもを育むため
に必要な様々な情報が提供されている。
毎朝四つ角で町会長様が挨拶、見守りを
行ってくださり、校門では校長先生や先生
方に挨拶、見守られ、子どもは幸せであ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・いけい
けスクールの教室や地域清掃など少しず
つ再開されてよかったです。地域との連
携は必要です。
・コロナも落ち着いてきたので、来年度は
地域の方の協力を得て教育活動にも参
加していきたい。
・コロナによって十分な連携は取れなかっ
たと思うが、これから徐々に連携を進めて
いただきたい。
・池二小の地域はすてきな大人も多いの
で子供たちとの絆を作っていただければ
幸いです。
・地域教育連絡協議会においていじめの
報告を行ったが十分な報告ではなかっ
た。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

目標に対する成果指標

２：
６０％
以上

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

1

0

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

3

4

2 1

D

保護者に対
するアンケー
トで「学校は
コロナ禍にお
いて、学校の
経営方針や
課題を学校だ
よりやホーム
ページで伝
え、アンケー
ト等で寄せら
れた要望を教
育活動に生
かしている」と
の回答の割
合

・教員数２７名
回答は24枚、回収率は100%

基本情報は年度初期に変更し、以後、児童の活動状況
等は個人情報に配慮しながら月毎に計画的に掲載し
た。12月より「まなびポケット」の保護者機能を活用し、
本校保護者に限定し学年だよりや給食だよりの配信を
開始した。次年度は紙資源の節約の観点からも文書配
布からオンライン配信への変更を予定している。

これまでの取組
今後の改善策

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

４：
９０％
以上

成果
評価

学期に1度だったロング昼休みを月１度に増やし、担任と学級
のが30分間一緒に遊ぶ時間を設定した。「一校一取組」として
全校体制で、マラソン・短縄・ストレッチを実施した。特に「池二
ストレッチ」は家庭でも取り組むことができ、東京都の体力テス
トでは全学年で結果が都平均を上回った。

第１回では学校経営方針や「早ね早おき朝ごはん」及び
道徳授業地区公開講座等の実施報告を行った。第２回
では学校公開アンケートの結果や学校生活についてプ
レゼン映像を作成して説明した。第３回は校内で生じた
いじめの問題及び学校評価の内容について報告した。
その他、保護者が参観する学校行事以外にも地域・保
護者の代表として積極的にご招待し児童の学校生活の
様子を参観していただいた。

取組
評価

4

各学年の発達段階に応じた「家庭学習スタ
ンダード」に基づき、セレクト学習（自主学
習ノート）や宿題を実施し、家庭学習の習
慣化を図る。

4

3

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

３：
８０％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4

3 １：
６０％
未満

4

4

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等
を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

感染症や熱中症の予防に配慮しながら教
育活動を工夫するとともにユニバーサルデ
ザインの教室環境を整える。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

体育の授業や学級指導をとおして、児童が
体力向上や健康増進に意欲的に取り組む
ように意識の向上を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・学力向上に向けた学習指導を推進する
とともに、家庭での学習時間の確保を啓
発し、さらに補習教室など実施し、一人一
人に応じたきめ細かい指導を行ってい
る。
・学校公開のアンケートからも個々の児
童への対応が行われていることが感じら
れた。
・「ステップ学習シート」でのますますの
『見える化』を実施して、児童生徒の達成
の喜びを積み重ねてほしいです。
・講師の仕事をしておりますので協力でき
ることがありましたら、声をかけてくださ
い。

Ｂ

0

4

保護者に対
するアンケー
トで「学校は
コロナ禍にお
いて、安全に
気を付けなが
ら、工夫して
教育活動を
行っている」と
の回答の割
合

Ａ

Ｃ

Ｄ

・子どもたちにとって学校が「安心して過
ごせる場所」であるために、「活躍する場
の設定」「わかる・できる授業の工夫」「豊
かな人間づくり」「問題の早期発見のため
のアンケート」等のご努力が大変ありがた
い。
・いじめ・不登校は、先生だから分かる、
毎日見ていただいているから分かるいつ
もとちがう様子が見られたらさりげなく声
をかけ、会話しながら早期発見・早期対
応が基本と思う。
・学校全体や保護者会などで協議されて
いるようです。全体で話し合う機会が増え
るとよいと思います。
・いじめの未然防止も今後具体的に行っ
てほしい。
・不登校や登校しぶりの子どもたちの手
助けをしたいと思っています。地域ででき
ることがあれば対処したいと思います。
・課題となるケースがあるようだが、状況
把握をしている。教職員が一体となって解
決をしてほしい。
・ポジティブに「あきらめる」（明らかにす
る）ことでストレス症状が少ない社会をつく
る子供たちを育てていく教育を。
・長期間にわたりいじめを見逃し、その後
の管理者の対応も不適切であった。

・コロナ禍において給食の工夫、駅伝など
の体育活動を実施しており評価はおおむ
ね適切である。
・「ロング昼休み」「ジンギスカン体操」「マ
ラソン・短縄・ストレッチ」など、先生と子ど
もが一緒に積極的に取り組み、体力向上
とともに、子どもと先生の関係が友好的に
なり、教科学習にもよい結果となってい
る。
・コロナの中で運動も制約されたと思う
が、遅れを取り戻すべく頑張っていただき
たい。
・私は学校内での向上は限界があると思
います。保護者マターかと。

・教育環境の改善策・向上策が児童・学
校にフィットしており、学校力の向上に努
めている。
・外部での支援になりますが、登下校の
見守りは今後も実施していきたいです。
・教育活動の成果があがるようにこれか
らも頑張ってもらいたい。
・私はこの項目が重要だと思います。教
職員の皆様には頑張っていただけること
を期待しております。
・児童・生徒の安全が守られていなかっ
た。

0

5

3

0

0

4

１：
６０％
未満

3

4

3

4

４：
９０％
以上

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上4

4

4

3

4

4

4

4

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供

の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

教員に対する
アンケートで
「これからの
社会の変化
に対応する児
童の力と自信
を身に付けさ
せる指導を
行っている」と
の回答の割
合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指して
ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・校内研究で、単元の中での問題に対す
る活動や実験結果から考察したことを班
の中で発表し、全体でも発表するなど、言
語活動を充実させることで科学的思考力
を高めている。
・校内では、挨拶してくれる子供達がとて
も多いです。　　　　　　　　　　　　　　　・情
報機器への対応力はあると思うが、負の
面の指導をお願いしたい。
・コロナ禍でコミュニケーションの大切さが
よくわかったと思われる。
・アクティブラーニングをもっと増やしてほ
しいです。
・コロナの中で諸活動が制約されてきた
ので、コミュニケーション能力の向上に向
け、一層の努力を期待したい。
・ウィズコロナでも、少しずつでもコミュニ
ケーションが元に戻ればと思います。
・人権教育において著しく不十分であった
ようだ。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3 ３：
８０％
以上

Ｂ 0

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

挨拶をコミュニケーションの基本と捉え、児
童が主体的に取り組むように工夫し、教職
員が範を示し年間を通して取り組む。

8

8

0

0

全学級で実施した。また全校朝会や毎月の生活アン
ケートを活用し他者を思いやる心情や実践力の育成に
努めた。児童の実態把握へのアンテナ感度を磨き、教
育活動全体を通し全教員で取り組んでいく。

全体計画に則り、熱中症や新型コロナウイルス感染症
への対策を実施しながら中止することなく工夫して全て
実施した。長座体前屈は全学年で男女ともに都平均を
上回ったのは「池二パワーストレッチ」の成果と考える。

「池二小の素晴らしいところパート１」に定め、年間を通して
指導した。９月と１月に重点月間を定め、週ごとに全校朝会
で数値化して成果を示すことで意識化した。児童の提案で
挨拶ボランティアや「池二ピース」の取組が始まった。

Ａ

B

C

0

B

C

D

1

5

Ａ

0

6
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C

7

外国語、外国語活動は、担任と外国語教育指導員（ALT）が連
携して授業を行った。ネイティブの発音やデジタル教科書の音
声を活用したり児童相互のロールプレイングの場面を設定した
りしてコミュニケーションの育成を図った。次年度に向け、英語
カフェを再開予定。

校内研究として「根拠をもとに考える力を育む指導法の研究〜
理科・生活科を通して〜」をテーマに大学教授に指導を受けな
がら授業改善に取り組んだ。次年度は、教科を理科・算数とし
て継続する予定。２月に「おおた未来科」新設に向けた教員の
実技研修・講習会を実施した。

学校だより９月号で「池二小DX」を宣言し、10月以降は
全学級全クラスでタブレット端末を毎日１回以上使用し
ている。現在はより効果的な活用を目指している。児童
用タブレットでの「まなびポケット」の使用状況は、区内
小学校５３校中、上位６番目である。

2

Ｄ 0

Ａ


